
日
本
に
お
け
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
提
唱
者
で
あ
る

パ
ク
・
ジ
ョ
ア
ン
・

ス
ッ
ク
チ
ャ
が
そ
の

著
（
『
会
社
人
間

が
会
社
を
つ
ぶ
す

ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

提
案
』
）
の
中
で
、

Y

A

H

O

O

で

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
を
検
索

し
た
と
こ
ろ
約
九
万

件
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
っ
た

と
記
し
て
い
る
（
二
〇
〇

二
年
四
月
）
。
こ
の
数
字
は
本

年
一
月
現
在
、
一
七
五
万
件
に
達

し
て
い
る
。
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ

ン
ス
が
社
会
問
題
に
な
る
中
、
少

子
化
対
策
を
議
論
し
て
き

た
政
府
の
「
子
ど
も
と
家

族
を
応
援
す
る
日
本
」

重
点
戦
略
会
議
が
、

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
の
実
現

に
重
点
を
お
い
た
最

終
報
告
を
ま
と
め
た
。

ま
た
報
告
書
だ
け
で

な
く
、
あ
る
べ
き
社

会
の
基
本
理
念
と
し
て

「
仕
事
と
生
活
の
調
和

憲
章
」
、
と
国
や
企
業
や

国
民
が
取
り
組
む
べ
き

「
行
動
指
針
」
を
決
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
政
策
推
進
が
急
が
れ
る

の
は
、
少
子
化
対
策
に
急
を
要
す

る
か
ら
で
あ
る
が
、
報
告
書
は
さ

ら
に
仕
事
か
家
庭
か
の
二
者
択
一

を
迫
ら
れ
た
り
、
正
規
雇
用
者
に

長
時
間
労
働
を
強
い
る
よ
う
な
職

場
環
境
や
、
仕
事
一
辺
倒
の
風
潮

を
改
め
よ
う
と
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
国
や
企
業
な
ど
の
取
り
組
み

の
、
十
年
後
の
目
標
値
も
設
定
し

て
い
る
。

大
沢
真
知
子
が
著
書
（
『
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
社
会
へ
』
）

で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
柔
軟

な
雇
用
体
系
を
つ
く
る
に
は
、
非

正
社
員
の
問
題
ば
か
り
着
目
す
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
正
社
員
を

問
い
直
す
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要

が
あ
る
。
行
動
指
針
の
中
で
就
業

形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
公
正
な
処

遇
や
能
力
開
発
機
会
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
や
、
働
き
方
に
中
立
的
な

税
・
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
お

り
、
社
会
保
障
や
税
制
も
含
め
た

仕
事
と
生
活
の
抜
本
的
な
バ
ラ
ン

ス
見
直
し
を
図
ろ
う
と
い
う
主
張

は
同
意
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
数

値
目
標
の
位
置
づ
け
は
不
明
確
で
、

「
憲
章
」
は
法
的
な
拘
束
力
も
な

く
、
あ
く
ま
で
も
各
人
の
「
努
力
」

を
促
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

自
主
的
な
取
り
組
み
に
頼
っ
て
き

た
政
府
に
と
っ
て
、
今
回
の
憲
章

は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る

と
評
価
で
き
る
が
、
憲
章
が
「
無

い
よ
り
マ
シ
」
と
い
っ
た
も
の
に

な
ら
な
い
よ
う
、
長
年
に
わ
た
っ

て
余
暇
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
き

た
、
日
本
余
暇
学
会
も
今
後
の
成

り
行
き
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
「
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
」
で
重

要
な
の
は
ワ
ー
ク
だ

け
で
な
く
、
ラ
イ
フ

の
見
直
し
も
同
様
で

あ
る
。
だ
が
瀬
沼
前

会
長
が
近
著
（
『
進

化
す
る
余
暇
事
業
の

動
向
』
）
で
再
三
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
に
お
け
る
余
暇

教
育
は
貧
弱
で
あ
る
。

貧
弱
で
あ
る
だ
け
に
、

わ
れ
わ
れ
余
暇
学
会

が
「
ワ
ー
ク
・
レ
ジ
ャ
ー
・

バ
ラ
ン
ス
」
の
充
実

に
貢
献
し
て
い
く
余

地
は
大
き
い
。
レ
ジ
ャ
ー

が
充
実
し
な
け
れ

ば
、
両
者
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
直
そ
う

と
い
う
気
運
は
高

ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
「
ラ

イ
フ
」
「
レ
ジ
ャ
ー
」

の
面
か
ら
支
え
、
豊

か
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
日
本
余
暇
学

会
が
果
た
せ
る
役
割

は
決
し
て
小
さ
く
な

い
は
ず
だ
。（

山
田
）
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ワーク・ライフ・
バランス元年に
余暇学の充実

こ
れ
ま
で
働
く
女
性
に
対
す
る
子
育
て
支
援
と
し
て
の
色
合
い
が
強

か
っ
た
政
府
の
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
政
策
は
、
労
働
人
口
の
減
少
を
背
景
に
男
性
や
独
身
者
も
含
め

た
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
見
直
す
政
策
に
広

が
っ
た
。
昨
年
末
、
政
府
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
憲
章
と
行
動
指

針
を
策
定
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
元
年
と
な
る
今
年
、
日
本
余
暇

学
会
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

ワークライバランス憲章骨子

・いまなぜ仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）が必要なの

か。その調和が実現した社会の姿、企業・労働者・国民・国・地方公共

団体のそれぞれの役割の基本理念を示す。

・調和が図られることで、「就労による経済的自立が可能な社会」、

「建康で豊かな生活のための時間が確保できる社会」、「多様な働き方・

生き方が選択できる社会」の実現を目指す。

・調和を図ることは企業にとって「コスト」ではなく、「明日への投資」

として積極的にとらえる。

行動指針骨子

・「仕事と生活の調和が実現した社会」を実現するための、企業・国民・

国・地方公共団体が取り組むべき施策の方針を示す。

・経営者は職場風土の改革、人事評価制度の見直しなどに取り組む。

・労使で長時間労働抑制のため、業務見直しや能力向上、労働時間短縮

などに取り組む。

・国は働き方に中立的な税・社会保障制度のあり方を検討する。

・国や企業は短時間正社員などの柔軟な働き方を整備する。

・国民一人ひとりが家族や地域の中で積極的な役割を果たす。一人ひと

りが、個々の多様性を理解し、互いに尊重しあう。

新
年
を
迎
え
て

日
本
余
暇
学
会
会
長

薗
田
碩
哉

平
成
と
は
激
動
の
昭
和
を
抜
け
出
し
て
、

平
ら
か
な
る
余
暇
の
季
節
に
な
る
は
ず
だ
っ

た
。
そ
れ
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
長
引
く

不
況
に
押
し
戻
さ
れ
て
、
反
対
に
余
暇
後

退
の
20
年
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

そ
ろ
そ
ろ
転
換
期
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
政

権
交
代
も
予
感
さ
れ
る
中
で
、
日
本
人
の

暮
ら
し
の
余
暇
シ
フ
ト
が
進
展
す
る
こ
と

を
願
う
や
切
な
る
も
の
が
あ

る
。
余
暇
学
の
時
代
の
扉
を

学
会
員
の
力
を
合
わ
せ
て
こ

じ
開
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。



環
境
省
が
一
九
八
八
年
（
昭
和

63
年
）
に
実
施
し
た
「
巨
樹･

巨

木
林
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
幹
周
三

メ
ー
ト
ル
以
上
の
樹
木
は
、
全
国

で
六
万
本
以
上
に
の
ぼ
る
と
い
う
。

全
国
で
一
番
幹
周
り
が
太
い
の
は
、

鹿
児
島
県
蒲
生
町
の
「
蒲
生
の
大

ク
ス
」
（
幹
周
24
・
22
ｍ
）
だ
。

我
が
国
の
巨
樹
に
は
、
こ
の
ク
ス

（
楠
）
の
種
類
が
全
国
的
に
多
い

が
、
そ
の
他
、
屋
久
島
の
縄
文
杉

や
神
社
な
ど
に
多
い
ス
ギ
や
ケ
ヤ

キ
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
様
々
な
樹
種

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
信
仰
の
対

象
に
な
っ
た
り
、
「
峠
の
一
本
杉
」

の
よ
う
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
故
事
・
伝
承

や
禁
忌
（
タ
ブ
ー
）
を
有
し
た
り
、

あ
る
い
は
独
特
の
呼
び
名
で
親
し

ま
れ
て
い
た
り
す
る
。
人
を
寄
せ

付
け
な
い
よ
う
な
山
奥
に
ひ
っ
そ

り
と
残
っ
て
き
た
巨
樹
も
も
ち
ろ

ん
多
い
だ
ろ
う
が
、
逆
に
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
生
き
残
り
、
巨
樹

に
な
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。

巨
樹
を
近
く
か
ら
仰
ぎ
見
た
時

に
、
そ
の
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
な

大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
時
に
畏
敬

の
念
を
抱
い
た
経
験
を
持
っ
た
人

も
多
い
だ
ろ
う
。
全
国
に
は
巨
樹

に
愛
着
を
持
ち
、
巨
樹
巡
り
を
し

て
い
る
人
も
多
い
。
中
に
は
、
日

本
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
海
外

の
巨
樹
ま
で
も
探
訪
し
て
い
る
人

も
い
る
。
こ
う
し
た
巨
樹
に
関
心

を
持
つ
人
々
が
集
い
、
「
全
国
巨

樹･
巨
木
林
の
会
」
（
電
話
〇
三-

五
八
二
四-
〇
九
五
五
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジht

tp
://

ww
w.

ky
oj

yu
.c

o

m/

）
を
設
立
し
て
、
毎
年
「
巨
木

を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
て
い
る
。
全
国
各
地
で
は
、

巨
樹
に
よ
る
「
ま
ち
お
こ
し
」
も

盛
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
巨
樹
の
魅
力
は
な

ん
だ
ろ
う
か
。
大
き
さ
、
太
さ
、

独
特
の
異
形
・
・
・
人
に
よ
り
、

巨
樹
に
よ
り
、
そ
の
応
え
は
様
々

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
誰
も
が
認
め

る
の
が
、
人
間
を
超
越
し
た
そ
の

樹
齢
だ
ろ
う
。
幹
周
り
が
太
く
な

れ
な
い
樹
種
で
も
、
永
年
の
風
雪

に
耐
え
て
き
た
そ
の
姿
に
は
、
息

を
呑
む
力
強
さ
を
感
じ
る
。
そ
れ

が
畏
敬
の
念
と
も
な
り
、
人
々
を

惹
き
つ
け
る
元
と
な
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
魅
力
の

根
源
は
「
悠
久
の
時
」
な
の
だ
。

翻
っ
て
、
「
余
暇
」
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
に
も
や
は
り
、
時

間
観
念
が
あ
る
。
余
暇
の
ほ
う
は
、

巨
樹
の
時
間
観
念
に
比
べ
れ
ば
、

は
る
か
に
短
い
、
ま
さ
に
「
寸
暇
」

と
呼
ば
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
持
論
で

は
、
「
究
極
の
余
暇
は
何
も
し
な

い
こ
と
」
だ
。
何
も
し
な
い
と
い
っ

て
も
、
な
か
な
か
難
し
い
が
、
例

え
ば
自
然
の
中
で
ボ
ー
っ
と
す
る

こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
得
が

た
い
余
暇
の
過
ご
し
方
だ
ろ
う
。

我
々
日
本
人
、
特
に
現
代
社
会
で

は
、
こ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
。

ま
さ
に
究
極
の
余
暇
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
ん
な
思
い
で
、
「
自
然

の
中
で
の
長
時
間
滞
在
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
研
究
を
行
い
、
「
余
暇

学
研
究
」
に
も
発
表
し
て
い
る
。

釈
迦
は
菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を

開
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
全

国
巨
樹･

巨
木
林
の
会
に
集
う
人
々

も
、
写
真
や
絵
画
、
文
学
な

ど
の
芸
術
や
自
然
科
学
の
研

究
、
観
光
、
地
域
振
興
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
で
、
巨
樹

の
下
に
行
き
、
巨
樹
を
見
つ

め
、
巨
樹
の
肌
に
触
れ
て
い

る
。
余
暇
学
会
の
本
紙
読
者
の
皆

さ
ん
に
も
、
「
悠
久
の
時
」
を
経

て
き
た
巨
樹
の
下
で
、
「
余
暇
」

に
つ
い
て
是
非
思
い
を
巡
ら
し
、

語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
少

な
く
と
も
、
巨
樹
を
訪
れ
る
こ
と

が
、
す
ば
ら
し
い
余
暇
体
験
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
提
案
を
う
け
、
高
橋

理
事
を
中
心
に
、
日
本
余
暇
学

会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
で

「
巨
樹
探
訪
」
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
今
後
の
広
報
な

ど
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

［
編
集
部
よ
り
］

今
後
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
読
者
の
特
徴
あ
る

「
余
暇
体
験
」
を
中
心
に

紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
全
国
各

地
の
特
定
の
施
設
を
訪
ね

て
デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る

［
道
祖
神
、
水
道
施
設
、

草
野
球
場
な
ど
］
、
珍
し

い
ジ
ャ
ン
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
を
し
て
い
る
等
々
、

あ
ま
り
一
般
的
で
な
い
余
暇
体

験
、
余
暇
活
動
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
会
員
各
位
の
様
々
な
余

暇
活
動
の
情
報
を
、
事
務
局
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
「
日
本

余
暇
学
会
ニ
ュ
ー
ス
」
編
集
部

か
ら
取
材
に
伺
う
こ
と
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
ま

ず
事
務
局
に
メ
ー
ル
ま
た
は
郵

便
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

次
回
は
有
馬
廣
實
理
事
に
日

本
各
地
の
郷
土
博
物
館
事
情
な

ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
。
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悠
久
の
時

--

巨
樹
か
ら
余
暇
を
考
え
る

共
栄
大
学

高
橋

進

［関
東
ブ
ロッ
ク
担
当
理
事
］

新入会員

大倉恭輔

（実践女子短期大学 准教授）

会費納入のお願い

平成19年度学会費未納の方は、郵便局
にて納入ください。平成19年度会費の
納入もよろしくお願いします。

口座番号:00140-9-729065

論
談
・脱
時
間
人



［
一
月
］

11
日

06
年
度
ゲ
ー
ム
市
場
過

去
最
高

六
五
二
七
億
円
、
Ｗ

ｉ
ｉ
好
調
、
PS
３
目
標
届
か
ず

（
エ
ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン
）

21
日

国
立
新
美
術
館
、
六
本

木
に
開
館

30
日

06
年
度
映
画
市
場

日

本
映
画
一
〇
七
七
億
円
（
前
年

比
31
・
8
%
増
）
、
洋
画
九
四

八
億
円
（
同
18
・
5
%
減
）
。

21
年
ぶ
り
邦
画
が
洋
画
を
上
回

る
。
ス
ク
リ
ー
ン
は
大
幅
増
加
、

観
客
は
横
ば
い
。
（
日
本
映
画

制
作
者
連
盟
）

［
二
月
］

18
日

東
京
マ
ラ
ソ
ン
開
催
、

三
万
八
七
〇
人
参
加
、
観
衆
は

一
七
八
万
人

25
日

三
遊
亭
円
楽
、
落
語
引

退
を
表
明

［
三
月
］

6
日

ア
メ
リ
カ
宝
く
じ
史
上

最
高
額
約
四
三
五
億
円
の
当
選

者
決
ま
る
。

14
日

06
年
度
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
）
売
り
上
げ

低
迷
、
日
本
体
育
協
会
へ
の
助

成
が
ゼ
ロ
に
。

［
四
月
］

2
日

06
年
度

東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

の
入
場
者
、
あ
わ
せ
て
二
五
八

一
万
六
千
人
、
過
去
最
高
。

20
日

文
化
審
議
会
、
勝
鬨
、

永
代
橋
な
ど
、
重
要
文
化
財
11

件
を
指
定
。

25
日

デ
ィ
ケ
ン
ズ
を
主
題
と

し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
デ
ィ
ケ

ン
ズ
・
ワ
ー
ル
ド
」
を
ロ
ン
ド

ン
東
郊
チ
ャ
タ
ム
に
建
設
す
る

計
画
が
発
表
さ
れ
た
。

［
五
月
］

5
日

大
阪
・
エ
キ

ス
ポ
ラ
ン
ド
で
コ
ー

ス
タ
ー
脱
輪
事
故
。

女
性
死
亡
。

22
日

外
務
省
は
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
分
野

で
の
文
化
外
交
の
一

環
と
し
て
、
海
外
で

マ
ン
ガ
文
化
の
普
及

活
動
を
行
な
う
マ
ン

ガ
家
を
対
象
に
し
た

「
国
際
漫
画
賞
」
を

創
設
す
る
こ
と
を
決
定
。

6
月
29
日
に
受
賞
作
を
発
表
。

［
六
月
］

19
日

豪
華
客
船
ク
イ
ー
ン
エ

リ
ザ
ベ
ス
二
世
号
が
ク
ル
ー
ズ

か
ら
引
退
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
で
洋
上
ホ
テ
ル
に
な
る
計
画

が
発
表
さ
れ
た
。

19
日

東
京
・
渋
谷
の
女
性
専

用
温
泉
施
設
で
爆
発
事
故
。
三

人
死
亡
。

24
日

サ
ッ
カ
ー
く
じ
ｔ
ｏ
ｔ

ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
で
当
選
金
六
億
円
が

二
口
出
た
。

25
日

ア
メ
リ
カ
映
画
協
会
が

歴
代
映
画
ベ
ス
ト
百
を
決
定
。

一
位
「
市
民
ケ
ー
ン
」
、
二
位

「
ゴ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
」
、
三

位
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
。

26
日

政
府
は
「
平
成
19
年
版

国
民
生
活
白
書
」
を
閣
議
決
定
。

人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
の

薄
れ
、
「
心
の
病
」
が
増
加
。

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

［
七
月
］

4
日

二
〇
一
四
年
、
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
は
ロ
シ

ア
・
カ
ス
ピ
海
沿
い
の
リ
ゾ
ー

ト
地
ソ
チ
に
決
定
。

5
日

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
、
14
～
18
歳
を
対
象
に
し

た
「
ユ
ー
ス
五
輪
」
新
設

を
発
表
。
第
一
回
夏
季
は

二
〇
一
〇
年
、
冬
季
は
一

二
年
開
催
予
定
。

26
日

社
会
経
済
生
産
性

本
部
、
「
〇
七
年
版
レ
ジ
ャ
ー

白
書
」
を
発
表
。
余
暇
市

場
前
年
比
1
・
6
%
減
、

七
八
兆
九
二
一
〇
億
円
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
離
れ
進
む
。

［
八
月
］

9
日

日
本
中
央
競
馬
会

は
〇
八
年
か
ら
複
数
の
レ
ー

ス
で
馬
券
売
上
金
額
の
5

%
を
上
限
に
し
た
金
額
を
、

払
戻
金
に
上
乗
せ
し
て
フ
ァ

ン
に
還
元
す
る
制
度
の
導

入
を
明
ら
か
に
し
た
。
適

用
レ
ー
ス
は
「
日
本
ダ
ー

ビ
ー
」
な
ど
に
な
る
見
込

み
。
従
来
よ
り
配
当
金
が

高
め
に
な
る
。

30
日

日
光
国
立
公
園
か

ら
尾
瀬
地
域
が
分
離
さ
れ
、

29
番
目
の
国
立
公
園
「
尾

瀬
国
立
公
園
」
が
誕
生
。

［
九
月
］

10

日

秋
田
大
大
学
院

「
自
殺
予
防
学
コ
ー
ス
」

を
二
〇
〇
八
年
度
に
新
設

と
発
表
。

11
日

東
京
都
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ

に
二
〇
一
六
年
夏
季
オ
リ
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２００７年
余暇関連

ニュースダイジェスト

本書は余暇事業の「供給面」に着目し、概観、特性、

今後の方向、諸制度、行政など

について幅広く論じている。多

数の参考文献や資料を引用して

おり、余暇供給に関してどのよ

うな研究がなされ、どのような

報告がされてきたのかを長いスパ

ンで見ることができ、著者の余暇事業研究歴の長さや

幅広さが反映されている。これまでの著書について著

者は内容を「詰め込めるだけで詰め込んでしまった」

ことを冒頭で反省しているが、本書でもその傾向は変

わらないようだ。だが余暇供給に、まだ未熟な評者に

は、むしろ良書と感じた。しかし読後、いくつかの不

満が残った。日本における余暇の不在状況を「民族性」

に言及している部分があるが、昨年の研究大会であき

らかなったように、この指摘はすなおに受容できない。

近年、個人の自助努力による、余暇拡大に限界がある

という報告があるが、本書では「社会的対応について

のアドバイスはやめて」と宣

言している箇所があり、個人

的な意識改革のアドバイスに

重点が置かれている。本書の

テーマは「需要面」でなく、

「供給面」のはずであり、社

会的対応こそ言及すべきテーマで

ないか。終章は「求められる余暇

行政の復活」となっているが「復

活」よりも進化した「方向」はな

いのだろうか。余暇行政の第一人

者である著者には、例え「机上の

空論」であっても、社会変革を起

こすような、斬新な将来の余暇像を聞かせて欲しかっ

た。多くの「瀬沼ファン」は余暇事業の停滞に「喝!」

を入れるような一冊を望んでいるはずだ。［山田］

書評
瀬沼克彰『進化する余暇事業の方向』

学文社 2007.11



ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
正
式
立
候
補

を
伝
え
る
。
政
府
は
「
東
京
五

輪
」
立
候
補
を
閣
議
了
承
。

［
十
月
］

4
日

人
々
を
笑
わ
せ
、
考
え

さ
せ
て
く
れ
た
研
究
を
選
ぶ
イ

グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
日
本
人
研

究
者
が
化
学
賞
を
受
賞
し
た
。

ウ
シ
の
排
泄
物
か
ら
バ
ニ
ラ
の

香
り
成
分
「
バ
ニ
リ
ン
」
を
抽

出
す
る
研
究
を
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
。

14
日

さ
い
た
ま
市
に
JR
「
鉄

道
博
物
館
」
が
「
鉄
道
の
日
」

に
開
館
し
、
親
子
連
れ
や
鉄
道

フ
ァ
ン
ら
約
九
四
〇
〇
人
が
詰

め
か
け
た
。

［
十
一
月
］

19
日

ミ
シ
ュ
ラ
ン
東
京
版
の

内
容
が
明
ら
か
に
。
三
つ
星
は

八
店
（
22
日
に
発
売
）
。

22
日

五
歳
児
の
過
半
が
習
い

事
と
ゲ
ー
ム
を
始
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
年

調
査
よ
り
大
幅
増
加
（
厚
労
省

調
査
）
。

［
十
二
月
］

3
日

「
二
〇
〇
七
年

国
民

の
豊
か
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
、
日

本
は
七
位
、
一
ラ
ン
ク
後
退
。

一
位
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
、
二

位
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
三
位
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
（
日
本
生
産
性
本

部
）
。

4
日

「
二
〇
〇
七
年
ヒ
ッ
ト

商
品
番
付
」
東
の
横
綱
「
Ｗ
ｉ

ｉ
」
、
西
の
横
綱
「
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
」
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
発
表
）

5
日

政
府
に
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
廃
止

論
浮
上
。

18
日

「
郷
土
料
理
百
選
」
を

発
表
（
農
林
水
産
省
）
。

19
日

政
府
は
08
年
10
月
に

「
観
光
庁
」
創
設
す
る
こ
と
を

発
表
。

第
60
号
で
『
レ
ジ
ャ
ー
白
書

二
〇
〇
七
』
を
ベ
ー
ス
に
会
員

各
位
の
研
究
領
域
と
絡
め
て
、

発
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
投
稿

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
宮
入

会
員
の
投
稿
を
掲
載
し
ま
す
。

は
じ
め
に
断
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
僕
が
専
門
と
し
て
い

る
研
究
分
野
は
、
広
義
で
の
社

会
学
、
狭
義
で
は
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
日
本
で

呼
ば
れ
て
い
る
「
カ
ル
ス
タ
」

で
は
な
く
、
欧
米
に
お
け
る
本

来
の
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
と
い
う
意
味
）
、

あ
る
い
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
研

究
で
、
少
な
く
と
も
余
暇
学
や

余
暇
研
究
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

僕
の
研
究
の
核
と
な
っ
て
い
る

の
は
「
文
化
」
で
、
「
余
暇
」

は
副
次
的
な
も
の
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
僕
は

余
暇
研
究
を
軽
ん
じ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
余
暇
学
が
独
立

し
た
学
問
分
野
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
疑
問

の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

が
学
問
領
域
の
ひ
と
つ
に
値
す

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
、
僕

は
考
え
て
い
る
。

僕
が
余
暇
研
究
を
自
身
の
研

究
に
取
り
入
れ
た
き
っ
か
け
は
、

カ
ラ
オ
ケ
か
ら
み
ら
れ
る
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
比
較
を
お

こ
な
う
た
め
に
参
照
し
た
論
文

だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
ラ
オ

ケ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ロ

ブ
・
ド
リ
ュ
ー
が
書
い
た
そ
の

論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
術
ジ
ャ
ー

ナ
ル
『
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
オ
ケ
が
レ
ジ
ャ
ー
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
し
て
研
究
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本

で
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
余
暇

学
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。

余
暇
学
会
に
参
加
す
る
以
前
の

僕
に
と
っ
て
は
、
レ
ジ
ャ
ー
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
余
暇
学
と
イ

コ
ー
ル
で
結
ば
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

事
実
、
僕
が
目
に
し
た
学
会
誌

『
余
暇
学
研
究
』
へ
の
投
稿
論

文
の
多
く
は
、
僕
自
身
の
研
究

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
僕
を
余
暇
学
会

に
参
加
さ
せ
た
の
は
、
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
の
学
術
的
ア
プ
ロ
ー

チ
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
た
と
え

日
本
に
お
け
る
既
存
の
余
暇
学

が
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
と
異
な
っ

て
い
て
も
、
僕
が
手
本
と
す
る

レ
ジ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
余
暇
学
会
に
用

い
た
と
こ
ろ
で
問
題
は
な
い
だ

ろ
う
と
考
え
た
わ
け
だ
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
僕
の
研
究

が
『
余
暇
学
研
究
』
で
受
け
入

れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

不
安
は
あ
っ
た
も
の
の
、
僕
は

カ
ラ
オ
ケ
を
文
化
的
側
面
か
ら

再
考
す
る
意
味
が
あ
る
と
確
信

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
余

暇
と
し
て
の
カ
ラ
オ
ケ
と
い
う

事
象
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
用
い
た
の
が
、

『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
』
だ
っ
た
。

幸
い
に
も
『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
』

に
は
、
長
期
に
わ
た
る
カ
ラ
オ

ケ
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
僕

は
、
自
身
の
論
文
に
具
体
的
な

デ
ー
タ
を
加
え
る
こ
と
が
で
き

た
わ
け
だ
。
さ
ら
に
、
『
レ
ジ
ャ
ー

白
書
』
に
は
デ
ー
タ
だ
け
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

そ
の
時
代
の
「
ト
レ
ン
ド
」
を

扱
う
特
集
も
組
ま
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
最
新
の
『
レ
ジ
ャ
ー

白
書
二
〇
〇
七
』
で
は
、
余
暇

と
し
て
の
観
光
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
特
別
レ
ポ
ー
ト
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な

く
僕
は
、
新
た
な
論
文
の
た
め

に
そ
れ
を
活
用
し
て
い
る
。
僕

に
と
っ
て
の
余
暇
研
究
は
、
目

的
で
は
な
く
手
段
だ
。
し
か
し

そ
れ
は
、
目
的
を
達
成
さ
せ
る

た
め
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
、
重
要
な
も
の
と
し
て
存

在
し
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
方

の
投
稿
を
受
け
付
け
ま
す
。
次

号
は
「
み
ん
な
に
知
ら
せ

た
い
こ
の
本
、
あ
の
論
文
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。
余

暇
学
に
関
連
し
た
書
籍
や
学
術

論
文
、
政
府
を
含
め
た
報
告
書

や
白
書
な
ど
、
会
員
で
共
有
し

た
い
情
報
源
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
近
刊
の
も
の
に
限
ら
ず
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
講
演
会
な
ど

で
も
結
構
で
す
。

字
数
は
八

百
～
千
二
百
字
、
締
め
切
り
は

三
月
末
日
で
す
。
余
暇
学
会
事

務
局
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

採
否
は
編
集
部
で
決
定
、
発
表

は
紙
上
掲
載
に
代
え
ま
す
。
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へ
ん
し
ゅ
う
の
あ
と

は
か
ま
満
緒
氏
が
年
末
に
出

版
し
た
『
世
界
が
嗤
う
日
本
の

ジ
ョ
ー
ク
』
が
静
か
な
ブ
ー
ム

を
よ
ん
で
い
る
。
単
な
る
ネ
タ

本
で
な
く
人
間
関
係
を
よ
く
す

る
ジ
ョ
ー
ク
の
コ
ツ
を
伝
授
す

る
本
で
あ
る
。
近
隣
区
市
の
図

書
館
蔵
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
す
る
と
常
に
貸
し
出
し

中
、
予
約
も
多
い
。
海
外
の
ジ
ョ
ー

ク
を
翻
訳
で
は
な
く
、
日
本
人

が
日
本
語
で
考
え
た
と
こ
ろ
に

意
味
が
あ
る
。
本
書
は
近
年

「
ジ
ョ
ー
ク
文
化
」
が
消
失
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
憂
う
が
、
多

く
の
人
が
、
こ
の
潤
滑
油
で
人

間
関
係
の
充
実
を
望
ん
で
い
る

の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
落
ち

着
い
て
将
来
の
生
活
が
見
通
せ
、

充
実
し
た
余
暇
が
過
ご
せ
る
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
構
築
が

達
成
さ
れ
て
、
初
め
て
こ
の
潤

滑
油
が
生
き
る
だ
ろ
う
。
（
山
）

あ
ん
と
ぅ
る
て
ぃ
あ
ん

「
読
者
談
話
室
」

「
余
暇
」
を
研
究
す
る
？

『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
』
を
用
い
て

宮
入
恭
平


